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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月15日(2017.8.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取鍋内のアルミニウム脱酸が行われた溶融金属をタンディッシュ内に注入し、前記タン
ディッシュ内の前記溶融金属を鋳型に連続注入して金属片を鋳造する連続鋳造方法におい
て、
　前記取鍋内の前記溶融金属を前記タンディッシュ内に注入するための注入ノズルとして
、前記タンディッシュ内に延びるロングノズルを前記取鍋に設けるロングノズル設置ステ
ップと、
　前記ロングノズルの注出口を前記タンディッシュ内に注入された前記溶融金属に浸漬さ
せつつ、前記ロングノズルを通じて前記タンディッシュ内に前記溶融金属を注入すると共
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に、前記タンディッシュ内の前記溶融金属を前記鋳型に注入する鋳造ステップと、
　前記タンディッシュ内の前記溶融金属の表面を覆うようにタンディッシュパウダーを散
布する散布ステップと、
　前記タンディッシュパウダーを散布した前記溶融金属の周囲にシールガスとして窒素ガ
スを供給するシールガス供給ステップと、
　前記タンディッシュ内に貯留されている状態以外の状態の前記溶融金属にカルシウム含
有物を添加する添加ステップと
を含む連続鋳造方法。
【請求項２】
　前記溶融金属はチタンを成分として含有する請求項１に記載の連続鋳造方法。
【請求項３】
　前記カルシウム含有物を、前記溶融金属の鋳造前の工程である精錬工程で添加する請求
項１または２に記載の連続鋳造方法。
【請求項４】
　前記カルシウム含有物は、前記タンディッシュから前記鋳型に前記溶融金属を注入する
ためのノズルの内壁面に含まれる請求項１～３のいずれか一項に記載の連続鋳造方法。
【請求項５】
　前記タンディッシュパウダーを散布する前では、シールガスとしてアルゴンガスを前記
タンディッシュ内の前記溶融金属の周囲に供給する請求項１～４のいずれか一項に記載の
連続鋳造方法。
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